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第三次川越市教育大綱(案)について［新旧比較］  

 

現行教育大綱（第二次：令和３年度～令和７年度）  

○  策定にあたって［※市長挨拶文］                        

 近 年 、 少 子 高 齢 化 の 進 行 や グ ロ ー バ ル 化 、 急 速 な 技 術 革 新 の 進 展 な ど 、 私 た

ち を 取 り 巻 く 社 会 環 境 は 大 き く 変 化 し て い ま す 。 こ う し た 社 会 の 転 換 期 を 乗 り

越 え て 、 豊 か な 人 生 を 生 き 抜 く た め の 力 を 身 に 付 け る 上 で 、 教 育 の 果 た す 役 割

は ま す ま す 重 要 と な っ て い ま す 。  

 折 し も 、 本 市 は 令 和 ４ 年 に 市 制 施 行 １ ０ ０ 周 年 を 迎 え 、 こ れ ま で 先 人 が 培 っ

て き た 歴 史 や 文 化 を わ が 市 の 誇 り あ る 財 産 と し て 受 け 継 ぐ と と も に 、 次 の １ ０

０ 年 へ 向 け て 大 き く 羽 ば た く 節 目 と な り ま す 。  

 将 来 に わ た っ て 活 力 に 満 ち た 川 越 市 と す る 上 で 必 要 な ま ち づ く り は 、 人 づ く

り で も あ り ま す 。 人 が ま ち に 活 気 を 生 み 、 人 が つ な が り 、 人 が 未 来 を 切 り 拓 く

こ と が 、 希 望 あ ふ れ る ま ち を つ く り 上 げ て い き ま す 。  

 教 育 は 、 一 人 ひ と り の 力 や 可 能 性 を 引 き 出 す 大 き な 力 を 持 っ て い ま す 。 未 来

の 川 越 を 担 う 子 ど も た ち が 、 地 域 社 会 の 中 で 育 ま れ 、 夢 や 希 望 に 向 か っ て 、 力

強 く 社 会 を 生 き 抜 く 力 を 身 に 付 け ら れ る よ う に 努 め る と と も に 、 市 民 一 人 ひ と

り が 生 涯 を 通 じ て 学 び を 深 め る こ と が で き る 場 を 整 え る こ と で 、 本 市 の 人 づ く

り が 豊 か な も の と な る よ う 教 育 委 員 会 と 連 携 し 川 越 市 の 教 育 を 推 進 し て ま い り

ま す 。  

 

令 和 ３ 年 ３ 月  川 越 市 長  川 合 善 明  

 

第三次川越市教育大綱案（令和８年度～令和１２年度）  

１  策定にあたって［※市長挨拶文］                     

 ～ 別 途 調 整 ～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ８ 年 ３ 月  川 越 市 長  森 田 初 恵  

令 和 ８ 年 １ 月 ２ １ 日  
第 ３ 回 川 越 市 総 合 教 育 会 議  

● 表 記 に つ い て  

 ・ 下 線 部 （ 直 線 ） … 現 行 教 育 大 綱 か ら の 修 正 箇 所  

 ・ 下 線 部 （ 波 線 ） … 総 合 計 画 引 用 箇 所 か ら の 修 正 箇 所 （ 単 語 ・ 語 句 レ ベ ル な ど ）  

資料３  
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現行教育大綱（第二次：令和３年度～令和７年度）  

○  策定の趣旨                               

 教 育 大 綱 は 、 平 成 ２ ７ 年 ４ 月 １ 日 に 改 正 さ れ た 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営

に 関 す る 法 律 第 １ 条 の ３ の 規 定 に 基 づ く も の で あ り 、 教 育 基 本 法 第 １ ７ 条 第 １

項 に 規 定 す る   基 本 的 な 方 針 を 参 酌 し 、 地 域 の 実 情 に 応 じ て 、 市 の 教 育 、 学

術 及 び 文 化 の 振 興 に 関 す る 総 合 的 な 施 策 の 大 綱 と し て 定 め る も の で す 。  

 こ の 度 、 平 成 ２ ７ 年 度 に 策 定 し た 川 越 市 教 育 大 綱 の 期 間 が 終 了 す る こ と か

ら 、 本 市 の さ ら な る 教 育 行 政 の 充 実 を 目 指 し 、 令 和 ３ 年 度 を 始 期 と す る 新 た な

教 育 大 綱 を 策 定 い た し ま す 。  

 

○  策定の考え方                               

 新 し い 教 育 大 綱 で は 、 改 め て 大 綱 と し て の 位 置 付 け を 踏 ま え る こ と に よ り 、

本 市 の 最 上 位 計 画 で あ る 第 四 次 川 越 市 総 合 計 画 （ 基 本 構 想 ） に お け る 教 育 ・ 文

化 ・ ス ポ ー ツ に 関 す る 施 策 の 大 綱 と の 整 合 を 図 る も の と し 、 そ の 施 策 の 推 進 に

お い て は 、 川 越 市 教 育 振 興 基 本 計 画 や 川 越 市 生 涯 学 習 基 本 計 画 な ど の 各 個 別 計

画 に よ っ て 取 り 組 む も の と し ま す 。  

 

 

 
 

○  大綱の期間                               

 こ の 大 綱 の 期 間 は 令 和 ３ 年 度 か ら 令 和 ７ 年 度 ま で の ５ 年 間 と し ま す 。  

第三次川越市教育大綱案（令和８年度～令和１２年度）  

２  策定の趣旨                               

 教 育 大 綱 は 、 平 成 ２ ７ 年 ４ 月 １ 日 に 改 正 さ れ た 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営

に 関 す る 法 律 第 １ 条 の ３ の 規 定 に 基 づ く も の で あ り 、 教 育 基 本 法 第 １ ７ 条 第 １

項 に 規 定 す る 国 の 基 本 的 な 方 針 を 参 酌 し 、 地 域 の 実 情 に 応 じ て 、 市 の 教 育 、 学

術 及 び 文 化 の 振 興 に 関 す る 総 合 的 な 施 策 の 大 綱 と し て 定 め る も の で す 。  

 こ の 度 、 令 和 ７ 年 度 を も っ て 川 越 市 教 育 大 綱 の 期 間 が 終 了 す る こ と か ら 、 本

市 の さ ら な る 教 育 行 政 の 充 実 を 目 指 し 、 令 和 ８ 年 度 を 始 期 と す る 第 三 次 川 越 市

教 育 大 綱 を 策 定 い た し ま す 。  

 

３  策定の考え方                              

 第 三 次 川 越 市 教 育 大 綱 は 、 本 市 の 最 上 位 計 画 で あ る 第 五 次 川 越 市 総 合 計 画

（ 基 本 構 想 ） に お け る 「 教 育 ・ 文 化 ・ ス ポ ー ツ 」 分 野 に 関 す る 基 本 目 標 と の 整

合 を 図 り つ つ 、 そ の 施 策 の 推 進 に お い て は 、 川 越 市 教 育 振 興 基 本 計 画 や 川 越 市

生 涯 学 習 基 本 計 画 な ど の 各 個 別 計 画 に お い て 取 り 組 む も の と し ま す 。  

 ま た 、 教 育 分 野 と の 関 連 が あ る 「 こ ど も ・ 子 育 て 」 分 野 な ど に 関 し て は 、 川

越 市 こ ど も 計 画 を は じ め と し た 他 の 個 別 計 画 と も 連 携 し な が ら 、 本 市 の 教 育 、

学 術 及 び 文 化 の 振 興 を 図 り ま す 。  
 

  

４  大綱の期間                               

 こ の 大 綱 の 期 間 は 令 和 ８ 年 度 か ら 令 和 １ ２ 年 度 ま で の ５ 年 間 と し ま す 。  

令和 7 年 11 月 27 日  ※川越市総合教育会議後の調整  
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現行教育大綱（第二次：令和３年度～令和７年度）  

○  基本理念                               

 本 大 綱 に お け る 基 本 理 念 は 、 第 四 次 川 越 市 総 合 計 画 （ 基 本 構 想 ） の 教 育 ・ 文

化 ・ ス ポ ー ツ に お け る 施 策 の 大 綱 に 基 づ き  「 歴 史 と 文 化 を 感 じ な が ら 学 び あ

い 、 豊 か な 心 を 育 む 川 越 市 の 教 育 」 と し て 定 め ま す 。  

 

「歴史と文化を感じながら学びあい、豊かな心を育む川越市の教育」  

 

 本 市 に は 、 先 人 か ら 受 け 継 い だ 多 く の 歴 史 的 遺 産 や 伝 統 文 化 が あ り ま す 。 そ

の 歴 史 ・ 文 化 に 触 れ 、 込 め ら れ た 先 人 の 想 い を 感 じ る こ と は 、 郷 土 に 対 す る 愛

着 と 誇 り を 生 み 、 心 豊 か な 人 間 性 を 育 む と と も に 地 域 社 会 の つ な が り を 生 み 出

す も の で す 。  

 ま た 、 子 ど も か ら 高 齢 者 ま で 、 市 民 一 人 ひ と り が 学 び あ え る 環 境 は 、 学 び に

よ る 気 付 き や ふ れ あ い を 通 じ て 、 支 え あ い 、 高 め あ う 豊 か な 市 民 社 会 の 形 成 を

も た ら す も の で す 。  

 本 市 の 財 産 で あ る 歴 史 ・ 文 化 の も と 、 と も に 学 び あ え る 場 を 通 じ て 、 人 を 思

い や り 、 お 互 い を 尊 重 し て 、 激 し い 時 代 の 変 化 に あ っ て も 主 体 的 に 社 会 の 形 成

へ 参 画 す る 、 豊 か な 心 を 育 ん で い く こ と を 理 念 に 、 本 市 の 教 育 に よ る 豊 か な 人

づ く り を 推 進 し ま す 。  

第三次川越市教育大綱案（令和８年度～令和１２年度）  

５  基本理念                               

 本 大 綱 に お け る 基 本 理 念 は 、 第 五 次 川 越 市 総 合 計 画 （ 基 本 構 想 ） の 教 育 ・ 文

化 ・ ス ポ ー ツ 分 野 に お け る 基 本 目 標 に 基 づ い て 、 以 下 の と お り 定 め ま す 。  

 

●基本理念  

「共に学び、ふれあい、豊かな人生を送れる川越市の教育」  

 

 グ ロ ー バ ル 化 や 技 術 革 新 が 急 速 に 進 み 、 よ り 一 層 変 化 が 激 し く 予 測 が 困 難 な

時 代 と な る 中 、 こ ど も た ち が 社 会 の 変 化 に 向 き 合 い 、 自 ら の 手 で よ り 良 い 社 会

と 豊 か な 人 生 を 創 っ て い け る よ う 、 成 長 を 後 押 し し て い く こ と が 必 要 で す 。  

 本 市 で は 、 全 て の こ ど も が 、 個 性 や 興 味 ・ 関 心 に 応 じ て 主 体 的 に 学 習 し 、 多

様 な 他 者 と の 対 話 を 通 じ て 学 び 合 い な が ら 成 長 し て い け る よ う 、 学 校 と 、 地 域

や 家 庭 が 連 携 ・ 協 働 し て 質 の 高 い 教 育 を 実 現 す る こ と で 、 次 代 を 担 う こ ど も た

ち の 生 き る 力 を 育 む 施 策 を 進 め ま す 。  

 ま た 、 人 生 100 年 時 代 を 見 据 え る 中 で 、 長 い 人 生 を よ り 充 実 し た も の と す る

た め に 、 生 涯 に わ た っ て 、 学 び や 文 化 芸 術 、 ス ポ ー ツ に 親 し む こ と は 一 層 重 要

と な っ て い ま す 。 本 市 で は 、 多 く の 人 が 、 学 び や 文 化 芸 術 、 ス ポ ー ツ を 身 近 に

感 じ 、 気 軽 に 取 り 組 め る 環 境 を 整 え る こ と や 、 地 域 の 人 々 と 共 に 郷 土 の 伝 統 を

守 り 伝 え て い く こ と な ど を 通 じ て 、 あ ら ゆ る 世 代 が 楽 し み な が ら 交 流 を 深 め 、

豊 か な 人 生 を 送 れ る 施 策 を 進 め ま す 。  

 

 ※ 引 用 元 ： 第 五 次 川 越 市 総 合 計 画 （ 基 本 構 想 ） － ２ 分 野 別 の 方 向 性  

       － 政 策 分 野 「 教 育 ・ 文 化 ・ ス ポ ー ツ 」 の 基 本 目 標 な ど  

      （ 一 部 の 単 語 ・ 語 句 を 修 正 ）  
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現行教育大綱（第二次：令和３年度～令和７年度）  

○  施策の方針                              

 第 四 次 川 越 市 総 合 計 画 と の 整 合 の も と 、 教 育 大 綱 の 基 本 理 念 の 実 現 を 目 指 し

て 、 ７ つ の 施 策 の 方 針 を 定 め ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 １  生涯学習活動の推進  

   市 民 一 人 ひ と り が 生 涯 に わ た り 主 体 的 に 学 び 続 け ら れ る 生 涯 学 習 の 環 境

づ く り を 推 進 し ま す 。 ま た 、 学 び を 通 じ て 地 域 や 世 代 間 の つ な が り を 広 げ

ま す 。  

 

 ２  生きる力を育む教育の推進  

   児 童 生 徒 一 人 ひ と り に 確 か な 学 力 や 豊 か な 心 等 が 身 に 付 く 取 組 を 推 進 し

ま す 。 ま た 、 幼 児 期 の 教 育 や 保 育 と 小 学 校 の 連 携 や 、 小 学 校 と 中 学 校 間 な

ど と の 連 携 を 図 る と と も に 、 き め 細 か な 生 徒 指 導 を 充 実 さ せ ま す 。  

 

 ３  教育環境の整備・充実  

   社 会 状 況 の 変 化 に 応 じ た 学 校 施 設 等 の 整 備 、 小 学 校 や 中 学 校 の 適 正 規 模

化 、 通 学 区 域 の 弾 力 化 を 図 り ま す 。 ま た 、 学 校 給 食 の 充 実 を 図 り ま す 。  

 

 ４  文化芸術活動の充実  

   市 民 の 文 化 芸 術 活 動 の 支 援 や 文 化 芸 術 に 触 れ る 機 会 づ く り を 推 進 し 、 成

熟 し た ま ち に ふ さ わ し い 文 化 芸 術 活 動 の 充 実 に 努 め ま す 。  

 

 ５  文化財の保存・活用  

   本 市 が 誇 る 文 化 財 を 保 護 し 、 次 世 代 に 継 承 し ま す 。 ま た 、 伝 統 的 建 造 物

群 保 存 地 区 等 に つ い て 、 歴 史 的 風 致 の 維 持 、 向 上 に 努 め ま す 。  

 

 ６  多文化共生と国際交流・協力の推進  

   国 際 化 の 進 展 に 伴 い 、 多 く の 市 民 に 国 際 交 流 ・ 協 力 の 機 会 を 提 供 す る こ

と に 努 め 、 外 国 籍 市 民 を 含 め た 全 て の 市 民 が 暮 ら し や す い 多 文 化 共 生 の ま

ち づ く り を 進 め ま す 。  

 

 ７  生涯スポーツの推進  

   ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 大 会 の 充 実 を 図 る と と も に 、 地 域 の 誰 も が

日 常 的 に ス ポ ー ツ に 親 し む こ と が で き る 環 境 整 備 に 努 め ま す 。  

第三次川越市教育大綱案（令和８年度～令和１２年度）  

６  施策の方針                               

 第 五 次 川 越 市 総 合 計 画 と の 整 合 の も と 、 教 育 大 綱 の 基 本 理 念 の 実 現 を 目 指 し

て 、 ６ つ の 施 策 の 方 針 を 定 め ま す 。  

 

 ６ つ の 施 策 の 方 針 に つ い て は 、 第 五 次 川 越 市 総 合 計 画 の 各 政 策 分 野 に お け る

方 向 性 と の 連 携 を 図 り ま す 。 特 に 「 こ ど も ・ 子 育 て 」 分 野 に お い て は 、 こ ど も

や 若 者 が 将 来 に 希 望 を 持 っ て 自 分 ら し く 成 長 で き る よ う に 、 こ ど も に 係 る 各 種

相 談 ・ 支 援 （ い じ め や 不 登 校 等 ）、 放 課 後 児 童 健 全 育 成 事 業 （ 学 童 保 育 ） を は

じ め と し た 居 場 所 づ く り 、 経 済 的 負 担 の 軽 減 な ど に お い て 、 効 果 的 な 取 組 を 進

め ま す 。  

 

●６つの施策の方針  

 １  生きる力を育む教育の推進  

   こ ど も た ち が 、 変 化 の 激 し い 社 会 で た く ま し く 生 き 抜 く 力 を 育 み ま す 。  

 （施策の方向性）  

  ⑴  確 か な 学 力 の 育 成  

   ①  デ ジ タ ル 技 術 を 効 果 的 に 活 用 し な が ら 、「 個 別 最 適 な 学 び 」 と 「 協

働 的 な 学 び 」 の 一 体 的 な 充 実 を 図 る こ と で 、 思 考 力 、 判 断 力 、 表 現 力

や 、 主 体 的 に 学 習 に 臨 む 姿 勢 な ど 、 未 来 の 担 い 手 と し て 必 要 な 資 質 ・

能 力 の 育 成 を 図 り ま す 。  

   ②  グ ロ ー バ ル な 社 会 で 活 躍 す る た め に 必 要 な 資 質 ・ 能 力 を 育 成 す る た

め 、 英 語 に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 育 成 や 、 国 際 理 解 を 深 め る

教 育 の 充 実 を 図 り ま す 。  

   ③  情 報 化 社 会 の 中 で 、 様 々 な 社 会 課 題 を 解 決 で き る 資 質 ・ 能 力 を 育 成

す る た め 、 情 報 や 情 報 技 術 を 適 切 か つ 効 果 的 に 活 用 で き る 情 報 活 用 能

力 の 育 成 を 図 り ま す 。  

  ⑵  豊 か な 心 と 健 や か な 体 の 育 成  

   ①  こ ど も た ち の 自 己 肯 定 感 や 他 者 を 思 い や る 心 を 育 む た め 、 様 々 な 体

験 活 動 や 読 書 活 動 、 道 徳 教 育 な ど の 充 実 を 図 り ま す 。  

   ②  こ ど も た ち が 生 涯 に わ た っ て 健 康 的 な 生 活 を 送 れ る よ う 、 規 則 正 し

い 生 活 習 慣 や 運 動 習 慣 の 確 立 を 図 る と と も に 、 感 染 症 等 か ら 健 康 を 守

る た め の 指 導 の 充 実 を 図 り ま す 。  

   ③  食 に 関 す る 正 し い 知 識 と 望 ま し い 食 習 慣 を 身 に 付 け る 食 育 を 進 め る

と と も に 、 食 育 の 生 き た 教 材 と し て 、 栄 養 バ ラ ン ス の と れ た 安 全 安 心

で お い し い 給 食 を 提 供 し ま す 。  

  ⑶  学 校 生 活 に お け る 支 援 の 充 実  

   ①  こ ど も た ち 一 人 ひ と り の 発 達 の 状 況 に 応 じ た き め 細 か な 支 援 を 行 う

た め 、 幼 稚 園 ・ 保 育 園 ・ 小 学 校 間 や 小 学 校 ・ 中 学 校 間 、 中 学 校 ・ 高 等

学 校 間 等 の 連 携 を 深 め 、 生 活 指 導 上 や 学 習 指 導 上 の 共 通 理 解 の 形 成 を

図 り ま す 。  

追

記 
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現行教育大綱（第二次：令和３年度～令和７年度）  

○  施策の方針（続き）                           

第三次川越市教育大綱案（令和８年度～令和１２年度）  

６  施策の方針（続き）                           

   ②  全 て の こ ど も が 楽 し く 安 心 し て 学 校 生 活 を 送 れ る よ う 、 い じ め 、 不

登 校 等 の 未 然 防 止 、 早 期 発 見 、 早 期 対 応 を 図 る と と も に 、 様 々 な 課 題

を 抱 え る こ ど も に 対 し 、 一 人 ひ と り に 寄 り 添 っ た き め 細 か な 支 援 の 充

実 を 図 り ま す 。  

   ③  障 害 の あ る こ ど も た ち の 主 体 的 な 学 習 と 自 立 を 支 援 す る た め 、 特 別

支 援 教 育 の 充 実 を 図 り 、 き め 細 か な 支 援 を 推 進 す る と と も に 、 全 て の

こ ど も が 共 に 学 び 合 う 教 育 を 推 進 し ま す 。  

  ⑷  市 立 川 越 高 等 学 校 の 特 色 あ る 教 育 の 充 実  

   ①  大 学 、 専 門 学 校 へ の 進 学 や 就 職 な ど 、 生 徒 の 多 様 な 進 路 希 望 を 実 現

で き る よ う 、 教 職 員 の 進 路 指 導 力 向 上 を 図 り ま す 。 ま た 、 時 代 の 変 化

に 対 応 し た 教 育 環 境 の 整 備 充 実 を 図 り ま す 。  

 

 ２  学びを支える教育環境づくり  

   こ ど も た ち が 安 心 し て 質 の 高 い 教 育 を 受 け ら れ る 環 境 を つ く り ま す 。  

  （施策の方向性）  

  ⑴  教 職 員 の 指 導 体 制 の 充 実  

   ①  教 職 員 が 時 代 の ニ ー ズ や 様 々 な 教 育 課 題 に 対 応 で き る よ う 、 効 果 的

な 研 修 の 充 実 や 校 内 の 連 携 体 制 の 強 化 を 図 り ま す 。  

   ②  教 職 員 が 、 こ ど も た ち に 向 き 合 う 時 間 や 自 己 研 鑽 の 時 間 を 十 分 に 確

保 で き る よ う 、 デ ジ タ ル 技 術 な ど を 活 用 し た 事 務 負 担 の 軽 減 を 図 り ま

す 。  

  ⑵  地 域 と と も に あ る 学 校 づ く り の 推 進  

   ①  学 校 と 家 庭 、 地 域 が 連 携 ・ 協 働 す る コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル 等 を 推

進 し 、 こ ど も た ち の 教 育 活 動 の 充 実 を 図 る と と も に 、 地 域 で こ ど も を

育 て る 力 の 再 生 と 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 活 性 化 を 図 り ま す 。  

   ②  こ ど も た ち が 生 涯 に わ た り ス ポ ー ツ や 文 化 芸 術 活 動 に 継 続 し て 親 し

む 機 会 を 確 保 で き る よ う 、 地 域 の 関 係 団 体 や 保 護 者 等 と の 相 互 理 解 を

深 め な が ら 、 部 活 動 の 地 域 展 開 を 推 進 し ま す 。  

  ⑶  教 育 環 境 の 整 備 ・ 充 実  

   ①  こ ど も た ち が 学 校 に お い て 安 心 し て 質 の 高 い 教 育 を 受 け ら れ る よ

う 、 学 校 施 設 に 関 し て 、 時 代 の 変 化 に 対 応 し た 学 習 環 境 の 向 上 と 老 朽

化 対 策 を 一 体 的 に 推 進 し ま す 。  

   ②  こ ど も た ち が 集 団 の 中 で 切 磋 琢 磨 で き る 環 境 を 整 え る た め 、 児 童 生

徒 数 の 推 移 や 校 舎 の 老 朽 化 の 状 況 な ど を 踏 ま え 、 学 校 の 配 置 や 規 模 、

通 学 区 域 等 の 見 直 し を 図 り ま す 。  

 

追
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現行教育大綱（第二次：令和３年度～令和７年度）  

○  施策の方針（続き）                           

第三次川越市教育大綱案（令和８年度～令和１２年度）  

６  施策の方針（続き）                           

 ３  生涯学習活動の推進  

   誰 も が 意 欲 や 関 心 に 応 じ て 学 習 し 、 そ の 成 果 を 生 か せ る よ う に 進 め ま す 。  

  （施策の方向性）  

  ⑴  多 様 な 学 習 機 会 の 充 実  

   ①  市 民 一 人 ひ と り の 学 習 ニ ー ズ に 対 応 す る た め 、 大 学 等 の 高 等 教 育 機

関 と の 連 携 や デ ジ タ ル 技 術 の 活 用 な ど を 進 め 、 ラ イ フ ス テ ー ジ や ラ イ

フ ス タ イ ル に 応 じ た 多 様 な 学 習 機 会 の 充 実 を 図 り ま す 。  

  ⑵  学 習 成 果 を 生 か せ る 仕 組 み づ く り の 推 進  

   ①  誰 も が 、 学 び を 通 じ て 身 に 付 け た 知 識 や 技 術 、 経 験 等 を 地 域 で 生 か

す こ と が で き る よ う 、 市 民 に よ る 講 座 開 催 な ど 、 学 び の 成 果 を 生 か せ

る 場 の 充 実 を 図 り ま す 。  

   ②  様 々 な 世 代 の 人 が 共 に 学 び 合 い 、 地 域 課 題 の 解 決 に つ な げ ら れ る よ

う 、 気 軽 に 参 加 で き 、 楽 し み な が ら 身 近 な 課 題 に つ い て 学 習 で き る 機

会 の 充 実 を 図 り ま す 。  

  ⑶  利 用 し や す い 学 習 施 設 の 充 実  

   ①  誰 も が 主 体 的 に 質 の 高 い 学 習 活 動 を 行 え る よ う 、 公 民 館 、 図 書 館 、

博 物 館 な ど の 身 近 な 学 習 施 設 に お い て 、 時 代 の ニ ー ズ を 踏 ま え た 学 習

環 境 や 学 習 機 会 を 提 供 す る な ど 、 多 様 な 学 習 支 援 の 充 実 を 図 り ま す 。  

 

 ４  文化活動の推進  

   誰 も が 気 軽 に 文 化 芸 術 に 親 し み 、 交 流 で き る よ う に 進 め ま す 。  

  （施策の方向性）  

  ⑴  文 化 芸 術 に 親 し む 機 会 の 充 実  

   ①  誰 も が 文 化 芸 術 を 身 近 に 感 じ ら れ る よ う 、 様 々 な 文 化 芸 術 を 気 軽 に

鑑 賞 ・ 体 験 で き る 機 会 の 充 実 を 図 り ま す 。  

   ②  文 化 芸 術 活 動 を 楽 し み な が ら 意 欲 的 に 続 け る こ と が で き る よ う 、 文

化 芸 術 活 動 の 発 表 機 会 や イ ベ ン ト な ど の 充 実 を 図 り ま す 。  

  ⑵  文 化 芸 術 を 通 じ た 交 流 の 促 進  

   ①  各 種 活 動 団 体 へ の 支 援 や 、 活 動 を 担 う 人 材 の 育 成 を 進 め 、 文 化 芸 術

活 動 を 通 じ た 地 域 交 流 の 促 進 を 図 り ま す 。  

  ⑶  文 化 施 設 の 充 実  

   ①  文 化 芸 術 の 活 動 拠 点 と し て 、 時 代 の ニ ー ズ を 踏 ま え た 、 よ り 魅 力 的

で 利 用 し や す い 文 化 施 設 の 整 備 充 実 を 図 り ま す 。  

  ⑷  様 々 な 地 域 と の 文 化 交 流 の 充 実  

   ①  国 内 外 の 姉 妹 ・ 友 好 都 市 と 、 幅 広 い 分 野 に お い て 、 多 様 な 手 法 に よ

る 交 流 を 促 進 す る と と も に 、 様 々 な 地 域 の 文 化 等 を 学 ぶ 機 会 の 充 実 を

図 り ま す 。  
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現行教育大綱（第二次：令和３年度～令和７年度）  

○  施策の方針（続き）                           

第三次川越市教育大綱案（令和８年度～令和１２年度）  

６  施策の方針（続き）                           

 ５  スポーツ活動の推進  

   誰 も が 気 軽 に ス ポ ー ツ に 親 し み 、 交 流 で き る よ う に 進 め ま す 。  

  （施策の方向性）  

  ⑴  ス ポ ー ツ に 親 し む 機 会 の 充 実  

   ①  誰 も が ス ポ ー ツ を 身 近 に 感 じ ら れ る よ う 、 様 々 な ス ポ ー ツ を 気 軽 に

鑑 賞 ・ 体 験 で き る 機 会 の 充 実 を 図 り ま す 。  

   ②  ス ポ ー ツ を 楽 し み な が ら 意 欲 的 に 続 け る こ と が で き る よ う 、 ス ポ ー

ツ 大 会 、 イ ベ ン ト な ど の 充 実 を 図 り ま す 。  

  ⑵  ス ポ ー ツ を 通 じ た 交 流 の 促 進  

   ①  各 種 活 動 団 体 へ の 支 援 や 、 活 動 を 担 う 人 材 の 育 成 を 進 め 、 ス ポ ー ツ

を 通 じ た 地 域 交 流 の 促 進 を 図 り ま す 。  

  ⑶  ス ポ ー ツ 施 設 の 充 実  

   ①  ス ポ ー ツ の 活 動 拠 点 と し て 、 時 代 の ニ ー ズ を 踏 ま え た 、 よ り 魅 力 的

で 利 用 し や す い ス ポ ー ツ 施 設 の 整 備 充 実 を 図 り ま す 。  

 

 ６  文化財の保存・活用  

   地 域 固 有 の 貴 重 な 文 化 財 を 、 地 域 総 が か り で 保 存 ・ 活 用 し 、 次 世 代 に 継

承 し て い き ま す 。  

  （施策の方向性）  

  ⑴  適 切 な 保 存 ・ 活 用 の 推 進  

   ①  地 域 の 歴 史 遺 産 の 状 況 を 把 握 す る た め 、 継 続 的 な 調 査 を 行 い 、 未 指

定 文 化 財 に 代 表 さ れ る よ う な 、 一 般 に は 余 り 知 ら れ て い な い 歴 史 遺 産

の 掘 り 起 し を 図 る と と も に 、 指 定 等 文 化 財 に つ い て も 管 理 状 況 な ど の

現 状 把 握 を 進 め ま す 。  

   ②  指 定 等 文 化 財 に つ い て 、 所 有 者 が 適 切 な 保 存 ・ 活 用 、 継 承 を 図 れ る

よ う 支 援 す る と と も に 、 市 所 有 の 指 定 等 文 化 財 の 保 存 ・ 活 用 を 計 画 的

に 進 め ま す 。  

   ③  文 化 財 の 保 存 ・ 活 用 に 地 域 総 が か り で 取 り 組 め る よ う 、 幅 広 い 世 代

の 多 様 な 主 体 が 参 画 で き る 仕 組 み づ く り を 進 め ま す 。 ま た 、 講 座 の 開

催 等 に よ り 、 地 域 に お け る 新 た な 担 い 手 の 育 成 ・ 確 保 や 、 保 存 に 必 要

な 知 識 ・ 技 術 の 継 承 を 図 り ま す 。  

  ⑵  地 域 固 有 の 文 化 財 の 理 解 促 進  

   ①  文 化 財 の 本 質 的 な 価 値 や 魅 力 を 、 広 く 市 民 や 来 訪 者 に 伝 え る た め

に 、 公 開 や 普 及 啓 発 を 行 う ほ か 、 観 光 や 教 育 な ど 幅 広 い 分 野 に お い

て 、 各 文 化 財 の 特 性 に 応 じ た 適 切 な 活 用 を 図 り ま す 。  

 

● 引 用 元 に つ い て  
 第 五 次 川 越 市 総 合 計 画 （ 前 期 基 本 計 画 ） に お け る 政 策 分 野 「 教 育 ・ 文 化 ・ ス ポ ー
ツ 」 の 「 施 策 の 目 的 （ 目 指 す 姿 ）」 及 び 「 施 策 の 方 向 性 」 よ り  
 （ 一 部 の 単 語 ・ 語 句 等 を 修 正 ）  
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現行教育大綱（第二次：令和３年度～令和７年度）  

○  大 綱 の 推 進 と 進 捗 管 理                          

 川 越 市 教 育 大 綱 に 定 め た ７ つ の 施 策 の 方 針 に 沿 っ て 、 関 連 す る 個 別 計 画 に よ

っ て 具 体 的 な 施 策 を 推 進 す る と と も に 進 捗 管 理 を 行 い ま す 。 ま た 、 そ の 内 容 に

つ い て は 、 必 要 に 応 じ て 川 越 市 総 合 教 育 会 議 に お い て 、 確 認 す る こ と と し ま

す 。  

第三次川越市教育大綱案（令和８年度～令和１２年度）  

７  大 綱 の 推 進                               

 川 越 市 教 育 大 綱 に 定 め た ６ つ の 施 策 の 方 針 に 沿 っ て 、 関 連 す る 個 別 計 画 に よ

っ て 具 体 的 な 施 策 を 推 進 す る と と も に 進 捗 管 理 を 行 い ま す 。 ま た 、 そ の 内 容 に

つ い て は 、 必 要 に 応 じ て 川 越 市 総 合 教 育 会 議 に お い て 、 確 認 す る こ と と し ま

す 。  


